
令和３年度 第６回青森市子ども会議 

 

１ 日 時   令和３年８月１２日（木） ９時３０分～１６時３０分 

２ 場 所   青森市役所 議会棟４階 第１・第２委員会室 

３ 出席者   会場参加：子ども会議委員１２名、子どもサポーター２名、事務局４名 

４ 活動内容  (１)三内丸山遺跡の撮影 

        (２)青森のラーメンの撮影 

(３)三内縄文ベリーランドの撮影 

(４)Instagram の投稿について 

 

５ 開催概要   

   計画していた撮影は順調に進み、夏休み中の撮影は今日で終わりです。最終日は、三

内丸山遺跡、青森市のラーメン、三内縄文ベリーランドの撮影を行います。 

 

三内丸山遺跡の撮影 

   ７月２７日に三内丸山遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」は世界文化遺産登

録が決まり、ちょうど注目が集まっていました。到着してすぐに体験工房でミニ土偶作

り、まが玉作り、組み紐作りの３つを体験しました。ミニ土偶作りではけんりはかせの

顔をした土偶を作ったり、まが玉づくりでは丸くツルツルにするのに苦労したり、組み

紐作りでは均等な編み目を作るのが難しかったりなどありましたが、高校生委員のサ

ポートを受けながら、小・中学生委員がものづくりを通して縄文時代を楽しみました。 

   次に、実際に遺跡の撮影に行きました。三内丸山遺跡

のボランティアガイドをしている子どもサポーターに

案内をお願いして、竪穴建物跡、大人の墓、大型掘立柱

建物跡、貯蔵穴、捨て場などの遺跡内を回りました。案

内の中で、遺跡の建物は発掘されたものを基に想像して

復元していることなどの説明がありました。遺跡を見る

だけでは知らなかった情報を知ることができて、とても

ためになりました。 

   ひと通り見学・撮影した後に、みんなでソフトクリー

ムを食べながら休憩しました。栗の味がする「ソフト栗夢」や青森市のおでんでは定番

のしょうがみそがかかった「しょうがみそアイス」などがあり、しょうがみそアイスを

食べた委員は「意外と合う！」とびっくりしていました。 

 



  

 

  青森のラーメンについて 

   青森のラーメンでお馴染みの煮干しラーメンと味噌カレー牛乳ラーメンを食べるた

めに、お昼は３グループに分かれて、「ひらこ屋㐂ぼし」・「長尾中華そば」・「かわら」

のラーメン屋に行きました。 

   ラーメンをあまり食べたことがない委員や行ったことのないラーメン屋に行った委

員は、今回で新しい発見があったみたいです。青森市はラーメン屋がたくさんあるので、

Instagram を使って青森のラーメンについても PRしたいと思います。 

 

    

 

 

  三内縄文ベリーランドの撮影 

   本日最後の撮影は、三内縄文ベリーランド（観光農園）に行きました。この施設は行

ったことがない人が多く、みんなが楽しみにしていました。三内丸山遺跡や三内西小学

校などの近くにあり、カシス色ののぼり旗が目印になっています。車の中からもベリー

がたくさんなっている様子がわかり、降りる前からとてもワクワクしていました。 



ベリーランドの代表の方に案内してもらいながら、練乳を片手にベリーを食べて回

りました。同じブラックベリーでも、甘酸っぱい品種や甘味が強い品種があったほか、

ラズベリー、ワイルドベリーなどたくさんの種類のベリーを食べ比べすることが出来

ました。 

無農薬で栽培しているので、蜂やカメムシなどの虫も多かったです。虫たちも美味し

いのが分かっているから食べに来るのかなと思いました。 

おすすめの食べ方は、練乳をつけたりヨーグルトに入れたりもありますが、生で食べ

るのが一番だそうです。このほか、農園を始めたきっかけやベリーを育てる中で気をつ

けていることなど、たくさんの質問に答えていただきました。 

   生のベリーをたくさん食べて、最後にはベリーとオレンジのミックスジュースと、ジ

ェラートで締めました。どれも美味しくて、ついつい写真や動画を撮るのを忘れてしま

うほどでした。三内縄文ベリーランドをまずはたくさんの人に知ってもらって、そして

足を運んでもらうために魅力発信を頑張ります。 

    

 

  Instagram の投稿について 

   市役所に戻り、三内丸山遺跡と三内縄文ベリーランドの Instagram の投稿について

考えました。みんなが撮影をたくさんしていて、画像が多く選ぶのに時間がかかってし

まうため、今日は投稿文とハッシュタグについて考えました。みんなも慣れてきた様子

でスムーズに話し合えました。 

 

   これにて夏休みの撮影はおしまいです。今回撮った動画を編集して Instagram に投

稿していくことになります。 

   


